
有限会社　今里開発

年度環境経営レポート
（対象期間： 年８月１日～ 年7月3１日）
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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　 代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北田廣義

１． 環境関連の法律、条例、協定を順守します。

２． 電力及び収集・運搬に伴う車燃料の二酸化炭素排出量の削減

３． 中間処理による再資源化の推進

４． 使用水量の削減

５． 会社周辺の清掃活動

制定日：

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 北田廣義

　当社は、廃棄物の収集・運搬、中間処理が環境に与える影響を認識し、環境経営システムを運用し、
  その継続的な改善を図り、環境保全に配慮した事業活動を推進します。

2001年10月1日

2021年10月1日

 私たちは、産業廃棄物の収集・運搬及び中間処理、一般廃棄物の収集・運搬、医療系
廃棄物の収集・運搬を行っています。地球環境問題と資源の枯渇が重要課題となってい
る中、今里開発に課せられた中間処理業務（再資源化）を全うすることが、その保全に
微力ながらお役に立てるものと確信いたしております。
 今後共、皆様方のご指導ご鞭撻を賜りますように心よりお願い申し上げます。

環境経営方針
＜環境理念＞
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

有限会社　今里開発
代表取締役　北田　廣義

（２） 所在地
事務所 大阪府東大阪市本庄西1丁目5番7号
工場 大阪府東大阪市本庄西1丁目4番29号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
取締役　北田　義明 TEL：TEL：06-6745-5894

（４） 事業内容
一般廃棄物の収集・運搬
産業廃棄物の収集・運搬及び中間処理 中間処理場
特別管理産業廃棄物の収集・運搬

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 300万円
売上高 百万円

名 名
㎡ ㎡ ㎡ 破砕機

受託した産業廃棄物の処理量
収集運搬量 ｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｔ
中間処理量 ｔ うち再資源化量 ｔ
車両台数

１０トンダンプ車　　　 台
４トンコンテナ車　　 台

４トンパッカー車 台
２トンパッカー車 3台
２トン保冷車 2台
軽トラック車 台

合計 台
中間処理主要設備

台数
破砕施設 基
積替保管施設

㎡ ㎥
（６） 事業年度 ８月～７月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 有限会社　今里開発

事務所 大阪府東大阪市本庄西1丁目5番7号
工場 大阪府東大阪市本庄西1丁目4番29号

活動： 一般廃棄物の収集・運搬
産業廃棄物の収集・運搬及び中間処理
特別管理産業廃棄物の収集・運搬

軽トラック（感染性廃棄物収集運搬車）
□実施体制

・環境経営に関する統括責任者

・環境経営に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術を準備

・環境経営方針策定、環境経営目標承認、全体の評価・見直し・指示

・環境経営の実行責任者

・環境経営目標・計画の策定・実施、環境関連法規等の遵守

・環境管理責任者の補佐

・環境経営方針の理解と取組みの重要性を自覚

・ルールを守り、自主的・積極的に参加

環境事務局

北田義明

事務 収集・運搬 中間処理

備考
積替保管場 163 245

代表者
社長

環境管理 責任者

北田義明

名　　称 能力
1 ４.６トン／日

名　　称 保管面積 保管上限

2

5
16

車　　種 台数 備　　考
1
3

1,529
4,354 2,112

延べ床面積　　　 800 850 163

4,385 一般廃棄物収集運搬量

中間処理場 積替保管
従業員　　　　　 8 10

1987年12月

440
本社 工場
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

東大阪市 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○
大阪府　　 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○
兵庫県 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○
三重県 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○
京都府 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○
奈良県 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
和歌山市 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福山市 無 ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

感
染
性

廃
油

汚
泥

廃
酸

廃
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ

東大阪市 有 ○ ○ ○ ○ ○
大阪府 無 ○ ○ ○ ○ ○
兵庫県 無 ○ ○
三重県 無 ○ ○ ○ ○
京都府 無 ○ ○
和歌山市 無 ○
福山市 無 ○
愛知県 無 ○

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

東大阪市

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

が
れ
き
類

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□処理料金
処理料金については、引取場所、品目等により異なりますので、
電話：06-6745-5894までお問い合わせ下さい。

許可番号

許可年月日 許可有効年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

第06820003627号
中間処理

R2.12.22 R9.12.21 破砕

第09153003627号 R1.8.13 R6.8.12
第02350003627号 R5.7.4 R12.6.28

第02650003627号 R2.8.24 R7.8.10
第07250003627号 R5.10.6 R12.10.5

第02853003627号 R1.9.1 R6.8.31
第02450003627号 R5.6.30 R12.5.25

第06860003627号 R2.12.22 R9.12.21

第02750003627号 R5.7.1 R12.6.30

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

第07200003627号 R5.10.6 R12.10.5

第09103003627号 R1.8.13 R6.8.12

第02600003627号 R4.12.22 R11.11.13

第02900003627号 R4.11.7 R11.11.6

第02803003627号 R2.4.27 R7.4.26

第02400003627号 R2.7.31 R7.7.30

廃棄物の種類

第06810003627号 R2.12.22 R9.12.21

第02700003627号 R2.7.31 R7.7.30

東大阪 指令環第33号 R4.4.1 R6.3.31

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考
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□廃棄物処理フロー

産業廃棄物 計量 中間処理 不適物最終処分
　　収集運搬 （破砕） （社外処理）

有価物
（社外処理）

特管産業廃棄物 焼却処分場
　　収集運搬 （社外処理）

一般廃棄物 自治体焼却場
　　収集運搬 （社外処理）

□主な環境負荷の実績

単位 年 年 年

kg-CO2

トン
トン
㎥

※使用電力の二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh
※二酸化炭素排出量は、電力及び化石燃料である。

□環境経営目標及びその実績

×

電力使用量原単位 ×

〇

軽油使用量原単位 〇
〇

×

※その他に会社周辺の清掃にも取り組みます。
kwh/t及びL/tの原単位は、産業廃棄物+特別管理産業廃棄物の収集運搬量を分母とする。

312
基準年度比 99% 160% 98% 97%

節水 ㎥ 322 319 516 316

44%受託産業廃棄物の再資源化率
向上

% － 44% 49% 44%
L/t 9.24 9.15 8.47 9.1 9.0

160,830
基準年度比 99% 94% 98% 97%

自動車燃料の二酸化炭素排出
量削減

kg-CO2 165,804 164,146 155,679 162,488

kWh/t 6.45 6.39 6.50 6.33 6.26

12,098

基準年度比 99% 103% 98% 97%

電力の二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 12,472 12,348 12,799 12,223
（実績） （目標） （目標）

0.311

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年 評
価

2023年 2024年
（基準値) （目標）

　中間処理量 4,451 5,000 4,354
総排水量 410 261 516

受託廃棄物量
　収集運搬量 4,451 5,000 4,385

二酸化炭素総排出量 171,193 171,247 168,505

項　目 2020 2021 2022

5 ページ



□環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組計画
◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力の二酸化炭素排出量の削減

社会貢献

・会社周辺の清掃 ◎ 継続 日々のチェックを怠らず、率先して清掃活動をする。

・擬音装置の設置 △ 継続

・トイレの洗浄水削減 〇 継続
・ホース出口に手元バルブ取り付け 〇 継続

・洗車時の節水 〇 継続 節水を心掛けたが、目標値をクリアできなかった。
洗車時にも節水を心掛け、削減を行いたい。・掃除の際の節水 ◎ 継続

・手洗い時の節水 〇 継続

節水

受託産業廃棄物の最終処分量削減

破砕・手選別によるリサイクルの推進 ◎ 継続 処理時の分別作業及び排出事業者への分別案内を行っ
た結果、リサイクル率の向上に繋がった。引き続き負
荷をかけない処分方法を行い、リサイクル率向上に努
める。

委託先の開拓 〇 継続

自動車燃料の二酸化炭素排出量の削減

・アイドリングストップ 〇 継続 一年を通してコロナ渦での医療廃棄物の収集が増加が
年単位でみると目標は達成した。引き続きエコドライ
ブ、アイドリングストップを心掛け、二酸化炭素の削
減に努める。

・効率的なルートで収集運搬 〇 継続

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２ 〇 継続 廃棄物受け入れ作業効率を高め、過負荷にならぬよう
努めたが、年間を通しての電力の二酸化炭素削減に繋
がらなかった。受入廃棄物が多い時期に関しても、破
砕機の過負荷を防ぐ作業を行って削減に努める。

・中間処理工程の待機時間短縮 〇 継続
・処理の効率化 〇 継続

取り組み計画 達成状況 評　価（結果と次年度の取組計画）
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 収集運搬業・中間処理業、廃棄物の排出
自動車NOx・PM法 収集運搬車
大阪府条例（流入車規制） 収集運搬車
東大阪市生活環境保全等に関する条例（騒音、振動） 中間処理施設の破砕機
フロン排出抑制法 業務用空調機
自動車リサイクル法 車両

□環境に関連する外部からの苦情等

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
破砕機の配線の漏電による出火を想定し、通報及び消火の訓練を実施。

実施日：

環境経営方針
環境経営目標・計画
実施体制他

□会社周辺の清掃活動

変更なし
変更なし
変更なし

今回は、スムーズな行動が出来、問題は無かった。今後も毎年火災訓練を実施する。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年8月31日

優良認定制度を東大阪市で取得したが、今後広域に渡り取得を目指す。
今後も産業廃棄物については再資源化の向上に積極的に取り組んでいく。このため、更に従業員への教
育、取引先との連絡を取りながら、一層の再資源化を目指したい。
医療用特別管理廃棄物については、感染に注意を払いながら業務の停滞にならないように務める。ま
た、処分委託先の処理方法を確認しながら適正処理を行う。

見直し項目 変更の有無 内　　容

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

対象期間において、外部からの苦情等ありませんでした。

2023年6月1日 中間処理工場
全員

・通報訓練、消火訓練、避難訓練
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